
    四季の森公園 自然観察会            平成 25(2013)年６月９日 

     「ホタルを育む里山」      尾崎一源 武本弘次 角田猛雄 井鍋正良 

 

四季の森公園のホタル 

 

ゲンジボタル (カブトムシやカナブンと同じ甲虫目（鞘翅目）) 
○四季の森公園では、葦原上部と上池のせせらぎ周辺で 

６月上旬から７月上旬の夕刻に見られる。 

○飛んでいるのは主にオス、メスは笹の下や草の上などに 

います。 

○発光器はオス腹部第６・７節、メス第６節ルミカライトに 

応用 

体長約２０mm   体長約 1５mm  

 体長約２０mm  体長約 1５mm  

         

  ゲンジボタルの一生（生活史） 完全変態 

 （「県立四季の森公園より借用した資料」をもとに作成） 
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餌となるカワニナのいる流れ 小石    

①� たまご（6月） 

メスは水辺のコケに 500～1000 個のたまごを生みます。 

② 幼虫（7～４月） 

たまごは 1ヶ月で幼虫になります。幼虫は水の中で生活し、カワニナを食べて育ちます。 

６回脱皮して大きくなった幼虫は、雨の降る夜に岸へあがり、やわらかい土の中に部屋をつくって 

もぐります。 

③ さなぎ（５月） 

土にもぐって 40日すると、さなぎになります。さなぎになって 10 日後、成虫になります。 

④ 成虫（6 月） 

成虫は光りながら、川岸を飛び回ります。月明かりのない暗い夜、気温が高くて風のないくもりの 

日によく見られます。  

 

                      

○ホタルが棲める環境条件のある場所を見つけましょう？ 

○夜のホタルを鑑賞しましょう！ 
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